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　コ ン ピ ュ ー タやイ ン ターネッ トが 普及す る とともに 、 教育に も CAI （Computer 　Aided
Instmction）とか CALL （Computer−Assisted　Language　Lcaming）とい っ た概念が取 り入れ られ
る よ うにな り、 高校や大学の 英語 の 授業におい て コ ン ピ ュ ータや通信ネ ッ トワ ークを活用
す るこ とは今や珍 しい こ とで はな くな っ て きて い る 。 平成 25 年度施行予 定の 高等学校学習
指導要領外 国語 （英語 ） の 項 目の 中で も 「視覚教 材や コ ン ピ ュ
ータ、情報 通信ネ ッ トワー
クなどを適宜指導に生か した りす る こ と」 と明確 に述 べ られ て い る 。 こ の こ とは 、 コ ン ピ
ュ
ータや通 信ネ ッ トワーク を使 っ た学習支援シ ス テ ム を外国語教育の 中で ど う位置づ け、
ど う活用 して い っ た らよい の か教員側に明確な ビジ ョ ン を持 つ 必要 性 を迫 っ て い る もの と
も言 え よう。
　これまで 学校現場 に導入 され て き た IT（lnforrnation　Technology）は 、 情報 を入 手 した り発
信 した りす るた めの イ ン フ ラにすぎず 、 英語教育に関連 して 言えばせ い ぜい 出版社や コ ン
ピ ュ ー タ関連企 業が作 っ た 市販の 英語 学習支援教材 ソフ トに過ぎなか っ た 。 音声や動画を
用い た マ ル チ メディ ア 的なもの など一見多様な教材ソ フ トが導入 されて はい るが 、 基本的
には販売側で あ らか じめ用意 した英語 教材 が提示 され 、 それ に対 して学生が解答を行 うと
い う形式を取 っ て い る もの が ほ とん どで ある 。 完成された教材シ ス テ ム として パ ッ ケージ
化 し、そ の 対価 として販 売する訳 で あるか ら、 どうして もそ うい う形式 に な らざるを得な
い とい う側面はあ る だ ろ うが、あ らか じめ用意 され た教材の 中か ら選択 して 学生に提示 す
る とい う自由しか教員側 に は残 され て い な い こ とに気付 く。 教員が使い た い 題材がシ ス テ
ム に組込まれて い るとは 限 らない 。 大学で 英語 を教える教員は英文学 ・英語学 ・英語教育
学に とどま らず多様な専門領域 に渡 っ て い る場合が ほ とん どな訳だか ら 、 む しろ 、 使い た
い 題材 が教材シ ス テム に含 まれ て い ない 中か ら仕方 な く選択 して利用 して い る こ との 方が
多い とさえ言え るだ ろ う。
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　 IT を利用 した教材 シ ス テ ム を英語教員が 一か ら作り出 して 自分の 学生 に使 わせ る こ と
が簡単に で きるの な らこ の よ うな不 自由も生 じない だろ うし 、 市販 の教材 シ ス テム に頼 る
必 要性 も生 じない 。 しか し、ご く一部 の 英語教員を除い て コ ン ピ ュ ータ の プ ロ グ ラ ミ ン グ
技術を身 につ けて 自分の使 い た い 教材シ ス テ ム を作 り上 げるとい う作業は簡単にで きる こ
とで は ない 。 で は 、 IT を利用 した英語教育に は 、 お仕着せ の 教材 を利用 し続 ける とい う道
しか残 されて い ない の か ？
　本研究で は 、 こ の よ うな問題 に対 して 折衷案的 な解決 策とな りうる筆者の 独 自開発 した
オ ン ライ ン ・ディ クテ ーシ ョ ン ・シ ス テ ム
‘
e−cloze ’
1） につ い て 述べ る 。 この シ ス テ ム を利
用する こ とに よ っ て 、教員 自身が 使い たい 題材 を 、 プ ロ グ ラミ ン グ等の技術習得を した り、
分厚 い マ ニ ュ ア ル を見て 格闘 した りす るこ となく、極 めて 簡 単にオ ン ライ ン教材化する こ
とが可能 にな るこ とを示 す。
2．デ ィ ク テー シ ョ ン ・シス テム 「e−cloze 」 開発の 背景
2．1．独 自の 題材 を使 っ て 簡単に オ ン ライ ン 問題作成を
業者か ら e−Le  ingの た めの シ ス テ ム を導入する と、当然の こ となが ら題 材 はあ らか じ
め業者が シ ス テ ム に組込ん だ もの となる、ある い は、業者が用 意 した題材 の 中か らチ ョ イ
ス す るとい うこ とにな っ て しま う。 TOEIC 対策、　 TOEFL 対策、医療用分野 向 け、理 工 系
論 文対策な ど様 々 なメ ニ ュ ーが用意 され て い た と して も 、 教員 （組織）はそ の 中か ら選択
せ ざるを得ない とい う状況 には変わ りない 。 多くの 場合 、e−Leaming にお ける教育は こ の
よ うな制約に縛 られて い る。学習指導要領を持 ち出す まで もな く、e−Leaming の 重要性や
有効性 が支持 されて い るが ゆえ にこ れ ほ どまで に普及 し て きた の だ ろ うが 、そ こで扱われ
る題材 は極 めて 幅の狭 い もの で ある と言 わ ざるを得ない 。 市販 の オ ン ライ ン 教材に 一般的
に扱われ て い ない 英文学 、 詩 、曲中の 歌詞 、評論 、 二 ＝ ・・一ス 等々 を 、 これ まで 大学の 英語
授業の 題材 と して扱 っ て こ られ た先生 は 多い だろ う。 しか し、教材に 「オ ン ライ ン 」 とい
う修飾語が付い た とたん 、題材の 多様性 に対 して 極めて 強 い 制約が かか っ て しま うの で あ
る。扱 う題材が狭まれ ば、教養教育と して の 英語教育 とい う役割 に も大きな影響が 出るの
は避 けられない だろ う。
　当研 究で は、教員が 自由に題 材 とな る英文 を選 べ る 、 あるい は創 る こ とがで きるオ ン ラ
イ ン e−Leaming シ ス テ ム の 開発 とい うこ とを第一 目標 とす る 。
2．2．時間 と労力および資源 コ ス トの削減
　授業中にお こな うミニ テ ス トや定期試験等の 採点に は 、 クラス サ イ ズや問題数にほ ぼ比
例 して 多 くの 時間が かか る 。 問題形式 に もよるが 、一般的な大学の 標準的 ク ラス サ イ ズ
40−50 人 に対 して 50 問程度の 記述式客観テ ス トを した とす ると、採 点に 3〜4 時間程度は
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か か っ て しま うの で はない だろ うか 。週に担 当 して い る コ マ 数を掛け合わせ た時間数分採
点時間がか か るこ とになる。 一っ の テ ス トの 採点 に 3 時間 、 週の 担当 コ マ 数を 4 コ マ 、 半
期 15 コ マ と仮定す る と、 一人の 教員が年間に費やす採点時間は年間 3× 4× 15× 2；360 時
間に もなる 。 徳島大学の 例で 言えば 、 共通教育英語 の 年間総開講授業数は約 200 なの で 、
年間の べ 授業コ マ 数は 200× 15× 2 ＝ 6，000 コ マ とな り、 そ の うち 3 分の 2 の 授業で テ ス ト
を行 っ た として も、採点に費や され る年 間の べ 時間は 4，000× 3； 12，000 時間にな っ て しま
う。 もちろん これは仮定の 話なの で 額面通 り受 け取 る必要は ない が、 い ずれ に して も膨大
な時間が （ある意 味無駄な）採点作業に 費や され て い ると した ら問題 で ある。 こ の 時間を
減 らす こ とがで きれば 、 本来す べ き教材研究や学生相談に もっ と多くの 時間を割 くこ とが
可能に なるだ ろ う。 コ ン ピュ ー タに よ っ て 自動採 点 ・自動集計が な され るの なら、膨大な
採点時 間を限 りな くゼ ロ に で き、これは教員学生双方 に とっ て 大きなメ リッ トに つ なが る。
　 また 、 オ ン ライ ンで 試験をすれば印刷や紙に か か る コ ス トの 削減 になる 。 採点時間の 計





000 枚に もなっ て しま う。 オ ン ライン試験 の場合は これ もゼ ロ になる 。
3． ソフ トウ ェ アの 概要
3．1．ディ クテ ー シ ョ ン問題 作 成の 流れ
　 コ ン ピ ュ ータの 操作に不慣れ な教員で も戸惑 うこ とな く操作で きるよ う、 で き るだけ直
感的でシ ン プル な UI （User　lnterfaee）で ある こ とが大切 で ある 。 マ ニ ュ アル を読ん で操作方
法 を覚 えない と使 い こ なせ ない の では 、新たなス トレ ス を発生 させ た り時間的 コ ス トを強
い た りす るこ とにな りかねない 。 これ は問題作成をする担当者 に対 してだ けでな く 、 問題
を解 く学生に 対 して も同様で ある。 その た め、UI 部分は一般的なブ ラ ウザで 表示 で きる よ
うHTML と JavaScriptを使 っ て 構成 し 、 エ ン ジ ン部分 （ホ ーム ペ ージか ら入 力 された デー
タを基 にデータ処理 や計算処理 を担当す る部分）は ス ク リプ ト言語 Perlを用い て CGI プ ロ
グラ ミン グした 。 CGI （Co   on 働 e剛 節 伽 c）べ 一ス の Web アプ リケーシ ョ ン と して 設
計 した の は 、 個 々 の パ ソ コ ン へ の イ ン ス トール 作業お よびバ ージ ョ ン ア ッ プ時の ア ッ プデ
ー ト作業 を回避 し、管理 コ ス トを削減す るため で もある 。 特 に こ の よ うな授業で使 う中で
使 い 勝手 を改善 してい く必 要性 の あるプ ロ グラム で は 、 たゆま ない バ グ潰 しと改 良が必要
不可欠で あ り、その 度毎に教室 内の 個々 の パ ソ コ ン 側で ア ッ プ デー ト作業が必要 なクライ
ア ン ト型 は管理 コ ス トが膨れ上 が っ て しま う可能性 が高い 。また、こ の よ うな Web べ 一ス
の仕組み が基本的に OS に依存 しない とい うこ と も大きな理 由の 一つ で ある 。 現在徳 島大
学の 教室 の パ ソ コ ン は全て Windows 上 で動作 して い る が、英語教員が研 究室 で使 っ て い る
パ ソ コ ン の 半数以上 が Mac 　OS 　X べ 一ス とな っ て お り 、 OS に依存 したプ ロ グラ ム で は 二 重
の 開発 コ ス トがか か っ て しま う。 将来 的に OS の バ ージ ョ ン が上 が る こ とに よ っ て プ ロ グ
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ラ ム が 動作 しなくなっ て しま うリス ク もあ る 。 幸い な こ とに徳島大学の CALL 教室お よび
LL 教室の パ ソ コ ン はすべ て 100Mbps でイ ン ターネ ッ ト接続 され てお り 、 Web ベ ース の ア
プ リケーシ ョ ン を動作 させ る環寃が整 っ て い る 。
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図 1 担当者モ ー ドの 問題形式作成画面
　 図 1 は 、 担 当者 モ ー ドの トッ プ ペ ージ画面で 「デ ィ ク テ ーシ ョ ン 問題作成 」 を選択 した
際に表示 され る 画面で あ る 。 こ の 画面で 担当者は リス トメ ニ ュ ーか ら 「担当者名」 や問題
ID 、 直 後 に問題 解答者に 正解 を表示 して 答 え合わせ をす るか否 か等 の 項 目を選 択 す る 。
「Cloze テ ス トの 空所 間隔」 の 項 目で は 、 デ フ ォ ル ト値が 「任意」 にな っ て い る 。 こ の 場
合 、 後で 詳 しく説 明す るが 、 任意の 箇所 をブラン クに して ディ クテ ーシ ョ ン 問題 を作成す
る こ とが可能 になる 。 他の 選 択肢 と して は、6 単語 ごと〜12 単語 ご との 間隔で 機械 的に ブ
ラン ク を空 け る cloze テ ス トを 自動作 成す るモ ー ドを用意 して い る 。　 fデ ィ クテ ーシ ョ ン 用
テ キ ス トの 入 力」 ウィ ン ドウに は ディ ク テ ー シ ョ ン させ た い英文 （問題指示 文に は 和文 の
利用 も可）をキ ーボー ドか ら直接入力す るか 、 コ ピー＆ペ ー ス トに よ っ て 入力する 。 入力
した英文 に対応 した音声 フ ァ イル （MP3 形式 、 10MB 以下）が既 にある場合は 、 「フ ァ イ
ル を選択」ボ タン を押 して 手元 の パ ソ コ ン 内に あ るフ ァ イル を選択 して ア ッ プ ロ ー ドする 。
音声を教室 の オーデ ィオ機器 を使 っ て 流す場合は 、 こ こ で 音声 フ ァ イル をア ッ プ ロ ー ドす
る必 要 は な い 。 最後に 「問題 形 式の 作 成へ 」 ボ タン を押す と （ブラ ン ク箇所 を 「任意」 に
指定 した場合）、 図 2 の よ うな画面 に遷移す る 。
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図 2 ブラン ク箇所選択画面
　問題作成者 は 、図 2 に あるよ うに、ブラン クに したい 単語 の直前の チ ェ ッ クボ ッ クス に
チ ェ ッ ク を入れて い く。 JavaScriptに対応 した一般的なブラウザなら on −the−flyで チ ェ ッ ク
した数が表示 され 、 問題数 （ブ ラン ク にな る箇所の 数）を確認 しなが ら作業す る こ とがで
き る 。 ハ イ フ ン で つ ながれ た compound 　word に関し て は 、 どの 要素に対 して も独立 して ブ
ラン ク指定可能なよ うに してい る。 なお 、ブ ラ ン クに したい 箇所 が数値の 場合 には、英語
の 綴 りに して テ キ ス ト入力 して もらうこ とで 数値か 英綴 りか の 曖昧性 を排除可能で あ る。
図 3 問題内容最終確認画面
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　問題 作成者 は 、 図 3 の 画面で ブ ラン ク と したい 単語 の 指定が 間違 っ て い ない か チ ェ ッ ク
する 。 確認後 、 画面下の 「確認 （Confum ）」 ボタ ン を押す と最終的に問題 が作成 されサー
バ 上に保 存され る 。
3．2．学生の 解答モ ー ド
　教員 が試験問題 を作成 した際に付 与 した 問題 ID を学生 に伝 え 、 それを もとに学生 は ブ
ラ ウザを使 っ て 問題解答画面 （図 4）を開 く。
図 4 学生解答 画面
　ディ ク テー シ ョ ン用英文に対応 した音声フ ァ イル がア ッ プ ロ ー ドされ てい る場合 、画面
の上 部 と下部の ニ カ 所に音声 コ ン トU 一ル バ ーが表示 され る。 これ は、英文が長い 場合 に
画面 ス ク ロ ール が必 要に な り、最低で も上 下ニ カ所で 音声を コ ン トロ ール で きない と問題
が解 きづ らい こ とか らこの よ うな改良を施 した 。 音声は途中で止 め た り繰 り返 し聞い た り
で き る 。 学生 に対 して 音声 を聞かせ る回数等を制限 した い 場合 には、問題作成時に音声 フ
ァイル を付けず 、 ラジカセ や教室 の ス ピーカー を通 して 一斉に音声 を聞かせ れ ば よい 。
　図 5 は 図 4 の 学生解答画 面 で 「解答用紙 を提 出す る」 ボタン をク リ ッ ク した後で表示 さ
れ る 「採点＆ 結果」 表示画面で あ る 。 それ ぞれ の 単語に つ い て 、 完全解 ・ 部分解 ・ 不 正解
が 判定 され 、 正 解率が算出 され る。 部分解は、綴 りは合 っ てい るが 大文字小 文字が 間違 っ
て い る場合で 、 完全解の 2！3 の 得点が与え られ る。 こ の 画面で も音声 コ ン トロ ール バ ーが
表示 され 、 復習が可能なよ うにな っ てい る。なお 、担当者が問題作成 時に 「解答直後に答
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え合わせ 」「しない 」を選択 した場合は 、 入力 した各文字列 と正解率の項 目の みが表示 され
る 。 定期試験や実力試験 など、早 く答案 を提出 した学生 の 画面に正解が 出て しま っ ては 困
る よ うな場合へ の 対処 で ある 。
図 5 採点＆結果表示画面
3．3．採点 ・集計機能
　試験終了後 、 学生の 答案提出を締め切り （チ ェ ッ クボ ッ ク ス をマ ウス ク リッ クす る こ と
で 答案提 出 を締め切 る こ とが可 能）、教員は 自分の 担 当して い る クラ ス の 試 験の 採点 お よび
集計結果を画面 （図 6）で確認する こ とがで きる。受験者数に関わ らず 、 採点や集計にか
か る時間 は ほぼゼ ロ で ある。
　集計機能 に関 して は、以前中島が開発 した選択問題解答 ・集計ソフ ト 「即集計君」 とか
な りの 部分で プ ロ グ ラム コ ー ドを共有 して お り 、 詳 し くは 中島（2007）を参照され たい 。 こ
こ で は e−cloze 固有の 採点 ・集計結果表示機能を中心 に述 べ る 。
　図 6 で は 学生番号お よび 学生氏名 が表示 され て い るが 、 こ の 画 面 は試験後授業中に 学生
に見せ て 指 導に生かす こ とを想定 してい るた め、デフ ォル トで は伏せ 字で 表示 する よ う設
定 して い る 。 各学生の 解答の うち、間違 っ た 単語 は ［］で 括 り赤字で 表示 し、大文 字小文
字 の 間違い に よ り部分解だ っ た単語 は 0 で括 っ て緑色で表示 して い る 。 ブ ラウザ画面上
で は完全解 ・部分解 ・不正 解ご とに色分け して 分か りやす く表示 して い るが 、こ の 画面を
Ex◎el に コ ピー＆ ペ ー ス トして加 工 しやす くす るため に敢 えて ［］等 の記号 を付加 して 表
示 して い る。そ の 他、基本的に画面表示構成は Excelで 加 工 編集 しやす くな るよ う考慮 し
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て 設計 して い る 。
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図 6 採点 ・集計結果表示 画面
　個々 人 の 正解率や採 点結果の みな らず、問題 毎 の 正解率 か ら算出 され た 問題 の難 易度 （標
準偏差に基づ い た 5 段 階評価）を知 る こ ともで き る 。 試験 を行 っ たそ の す ぐ後 で 、正解率
が低か っ た とこ ろ を重 点的に復習 させ るこ とに よ り、効率的で効 果 的な学習指導が で きる
だろ う。紙面の 都合上実際の 画面 は割愛するが 、難易度 に基づ い て 単語 を色分 けした形で
全文 を提 示 しなが ら音声再生 をお こ なえる一斉復 習用 画面 も用意 して い る 。 （図 6 画面上部
に ある 「問題文」 とい うリン ク をク リ ッ クす る と別 ウィ ン ドウが立 ち上が り表示 され る 。 ）
　最後に 、 受験者数 ・平均正解率 ・不偏標準偏差 ・最高正解率 ・最低 正解率な どの 集計結
果が表示 され る 。
　なお 、 こ こで は一 つ の 試験に対す る集計機能につ い て 紹介 したが 、 e−doze で は任意の 複
数の ディ クテ ー シ ョ ンテ ス トに 対す る 串刺 し集計機能 も用意 され て い る 。 例 えば 、 そ の 学
期 中に行 っ た全 て の （あ るい は 、 任意の 複数の ）デ ィ クテー シ ョ ン テ ス トに対 するそれ ぞ
れ の 学生 （学生番号で 個人を識別 管理 ）の 平均正 解率 ・受験回数などとい っ た情報 も、集
計 したい テ ス ト問題 名の チ ェ ッ クボ ッ クス をマ ウス 選 択す るだけで 簡単に 取得で きる よ う
に設計 して い る 。
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3．4．その 他の 機能
　操作 ミス ・誤提出な どに よ る トラ ブル をで きるだけ避 けるた めに様 々 な配慮 を して アプ
リケーシ ョ ン の 設計 をお こ なっ て い る。以 下 に、主な もの を列挙する。
・ 学生番号の 誤入力防止 機能 （チ ェ ッ クデ ィ ジ ッ トを用い た照合計算 に よる）
・　 白紙 （未記入）答案提 出不可機能 （学生の 操作 ミ ス に よる解答 の誤提出を防 ぐ）
・ 解答提出確認ポ ッ プ ア ッ プ （学生の 操作 ミス による解答の 誤提 出を防 ぐ）
・ 解答の 二 重提出禁止 （解答提出後、戻 るボタ ン を使 っ て 改変後再提 出す るの を防ぐ）
・ 解答用紙閲覧禁止機能 （試験 が始ま るまで学生に問題 を閲覧で きない よ う設 定可）
・ 解答提出締め切 り機能 （試験時間終了時以 降、答案提出を受け付 けない よ う設 定可 ）
4．セ キ ュ リテ ィ 対策
　 e−cl。ze は授業中の ミニ テ ス ト、定期テ ス ト、授業外 の課 題等で利用す るこ とを想定 した
英語ディ クテ ー シ ョ ン Web ア プ リケーシ ョ ン で ある 。 試験の成績 とい う個人情報を扱 う性
格上 、 セ キ ュ リテ ィ に は最大 限の 対策を講 じる必要 が ある。 基本的には 、中島（2007）で 提
示 した筆者 開発 の 「即集計君」 で 施 したセ キ ュ リテ ィ対策 と共通す る部分が多い 。
対策の 主な もの は 、 Web サ ーバ に 採用 して い る Apache と、サーバ OS と して利用 して い る
Ubuntu（Linux）の 機能を活用 した もの となる 。 以下 、 主な対策 を列挙す る 。
・ IP ア ドレ ス に よるア ク セ ス 制限 （担 当者モ ー ド ・学生モ ー ドとも徳島大学内か らの ア
　　クセ ス の み許可）。
・ 担 当者 モ ー ドへ の ア クセ ス 時は、SSL 暗号化通信
2）を利用 。
・ 担 当者モ ー ドへ の ア クセ ス には 、e−cloze 担 当者共用 の ID ・パ ス ワ ー ドを要求 。
・ 担 当者 ご とに個人認証パ ス ワ ー ドを設 定。他 の 担 当者が 自分 の 管理 す る成績データ を
　 参照で きな い よ うプ ライ バ シ ーに配 慮 した設 計。
・ QpenSSH接続 3）に よ るシ ス テ ム の 堅 牢化 とフ ァ イル パ ー ミ ッ シ ョ ン に よ る成績デー タ
フ ァイ ル の 厳格な保護 。
5．まとめと今後の課題
　これまで オ ン ライ ン 教材 とい うと 、 コ ン ピ ュ ータ に不慣れ な英語教員 に とっ て 操作が煩
雑で 使い こなすの が難 しか っ た り、 コ ン テ ン ツ が 開発 ・販 売業者に よるお仕着せ の もの ば
か りで 授業の 題材 として の 魅力に欠けてい た りで 、 補助教材や 自習用 の 用途 として しか使
われ て こ なか っ た よ うに思 う。
　本研究では 、 従来の オ ン ライ ン学習シ ス テ ム とは異な り、 授業を担当する英語教員自身
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が 自由に コ ン テ ン ツ を決め、それ を で き るだけ簡単にオ ン ライ ン 化 され たデ ィクテ ーシ ョ
ン 問題 として学生 に提供す る こ とが可能に な る Web べ 一ス 英語デ ィ クテ ーシ ョ ン ・シ ス テ
ム e−cloze に つ い て 述 べ た。 また 、こ の シ ス テ ム を利用す る こ とに よ り、 採点や集計にか
か る時間的 コ ス トや紙 な どの 資源 コ ス トが劇 的に 削減可能 で ある こ とに っ い て も示 した 。
　 。一。10zeは 2006 年度に初期バ ージ ョ ン を徳島大学の 英語教員 に公 開 した。 こ の シ ス テ ム
を使 っ て お こ なわれ た英語デ ィ クテー シ ョ ン テ ス トの 回数は 、 109回 （2006年度）、 138回
（2007年度）、 229 回 （2008年度）、296 回 （2009 年度）、379 回 （2010年度） と年度を追
うごとに増 えて きてい る 。 こ の こ とか らも こ の シ ス テ ム が授業運 営に役立 っ て い る との 実
感 を持たれ て い る と確信す る 。
　今後の 課題 として は、部分解 （い わ ゆ る△） の 採点の 仕方 を も う少 し人 の 採点に近 づ け
られ ない もの か と考えて い る 。 上述 した よ うに 、 現在 の シ ス テ ム で は大文字 小文字 の 間違
い に対 して の み正解 の 2／3 の 配点 を与えて い るが、三 単現の s の 脱落や時制違 い に よる接
尾 辞の 間違い などの 小 さな ミス と 、 語幹部分の 完全な間違い とを多少な りとも差異化す る
術 は ない だ ろ うか 。 また、 この シ ス テ ム を学外 に 公 開 した場合の セ キ ュ リテ ィ確保、利用




e−cloze ’ の 名前の 由来は、　 cloze 　testに由来す る。　 electronic 　cloze 　testか ら e−cloze と名付けた 。
2）Secure　Socket　Layerの 略 。　 Intemet上 で 隋報 を暗号化 し て 送受信する た め の プ ロ トコ ル 。
3）Open　Secure　SH 。llの略。暗号化や認証 技術に よ り リモ ー トコ ン ピ ュ ータ と安全 に通信するため の
プ ロ トコ ル 。
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